別宮貞雄と團伊玖磨の日本歌曲における創作手法：山田耕筰のアクセント理論との関係 by 鈴木 亜矢子 & Ayako Suzuki












Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja

































東京音楽大学大学院論文集 第 2巻第 1号 (2016) 
 
22 
Sadao Bekku and Ikuma Dan’s Japanese song creation systems: 







Kósçak Yamada (1886-1965), who was a pioneer of Japan’s music world during the 
period of the reception of western music, advocated the “accent theory” in his song 
composition. According to this theory, the pitch accents of a Japanese poem should 
conform to the singing melody. However, today it is still unclear how Japanese 
composers after him absorbed his theory. 
In this study, I analyzed how accent theory was practically used in the Japanese 
songs of Sadao Bekku (1922-2012) and Ikuma Dan (1924-2001), the next generation of 
Yamada. Based on the differences and characteristics of their songs, I tried to identify 
the changes and the development of creation system of Japanese songs after Yamada. 
As a result of my analysis, it became clear that Bekku followed basically the accent 
theory and complemented the simplicity of his melody with the expression of piano 
accompaniment. On the other hand, Dan’s songs show more anti-theory singing 
melodies. Moreover, it became clear that anti-theory parts of both composers’ songs are 
rather highlighted parts of musical expression. That means, the accent theory was the 
starting point for Bekku and Dan, and they developed and added their original ways for 
more effective expression by disobeying it. 
This conclusion may give some hints for the performance of their songs: By focusing 
on the “anti-theory singing melodies,” they can be newly interpreted with wider 
possibility of expression.















































表 1 別宮貞雄 










2003 0 「日本人の作曲家にとって、一番大切なよりどころは日本語。」（「日本語と私」、2003年） 
表 2 團伊玖磨 









































曲作品 49曲と團の歌曲作品 82曲を対象 (6)として、分析を試みる。対象作品 (7)は以下の表
に年代順に示したとおりである。 
表 3 別宮貞雄の歌曲作品 












Ⅰ．泡  Ⅱ．蛍  Ⅲ．入黒子  Ⅳ．涼雨  Ⅴ．別後  Ⅵ．燈  Ⅶ．天の川  Ⅷ．青
蜜柑  Ⅸ．鷺  Ⅹ．春近き日に 
大木惇夫 
1951 《二つのロンデル》 
Ⅰ．雨と風  Ⅱ．さくら横ちょう 
加藤周一 
1956 《白い雄鶏 》 
Ⅰ．こころ  Ⅱ．白い雄鶏  Ⅲ．海鳥  Ⅳ．眺望 
萩原朔太郎 












Ⅰ．浅き春に寄せて  Ⅱ．ひとり林に  Ⅲ．歌ひとつ Ⅳ．甘たるく感傷的な歌 
立原道造 
1962 《叙情小曲集》 
Ⅰ．白魚  Ⅱ．京都にて  Ⅲ．蛇  Ⅳ．ふるさと Ⅴ．かもめ  Ⅵ．海濱獨唱 
室生犀星 
1974 《大手拓次による三つのうた》 
Ⅰ．睫毛のなかの微風  Ⅱ．よりかかる鐘の音  Ⅲ．そよぐ幻影 
大手拓次 
1977 《三好達治による四つのうた》 
Ⅰ．乳母車  Ⅱ．桐の花  Ⅲ．木兎  Ⅳ．山青し 
三好達治 




Ⅰ．人に  Ⅱ．深夜の雪  Ⅲ．僕等  Ⅳ．晩餐  Ⅴ．あどけない話  Ⅵ．人生遠視  Ⅶ．




表 4 團伊玖磨の歌曲作品 
作曲年 作品名 作詩者 出版楽譜 















1943 《しぐれに寄する抒情》 佐藤春夫 
1945 《六つの子供の歌》 
Ⅰ. いたち  Ⅲ．秋の野  Ⅵ． 雪女※      ※第 2,4,5曲は有節歌曲のため除外 
 
北原白秋 
1946 《五つの断章》        
Ⅰ. 野辺  Ⅱ. 舟唄 Ⅲ. あかき木の実 Ⅳ. 朝明 Ⅴ. 希望 
北原白秋 
1947 《わがうた》     
Ⅰ. 序の歌 Ⅱ. 孤独とは Ⅲ. ひぐらし Ⅳ. 追悼歌 Ⅴ. 紫陽花 
北山冬一郎 
1948 《萩原朔太郎に依る四つの詩》        
Ⅰ. 雲雀料理 Ⅱ. 草の莖 Ⅲ. 遊泳 Ⅳ. 笛  
萩原朔太郎 
1950 《美濃びとに》 




《東京小景》     
Ⅰ. 駿河台 Ⅱ. 日比谷 Ⅲ. 銀座 Ⅳ. 人形町 Ⅴ. よし町 Ⅵ. 上野 Ⅶ. 両国 
大田黒元雄 
 《旅上》 萩原朔太郎 




《抒情歌》      














《雨のあとさき》      






Ⅰ. 春の鳥 Ⅱ. 石竹 Ⅲ. 彼岸花 
北原白秋 
1962 《ジャン・コクトーに依る八つの詩》       










PartⅠ 1. 籐 2. あなたの船 3. 雷さま 4. 髪型 5. ういきょう 6. 生れた時か
ら 7. 百本のレモン 8. 楠の木の下 9. Interlude-Flauto Solo-※ 10. あなたに知
っていただいて 11. 壷 12. あたしは土地 13. 鏡 14. 小川 15. オレンジ 16. 
天使の群に 
PartⅡ 17. 赤胡椒 18. あたしの門 19. 砂 20. ゴム園 21. 唇 22. ヴェール 
23. . Interlude-Piano Solo-※  24. 鸚鵡の群 25. 墓 26. 亜細亜の隅 27. メラタ
の花 28. 魔法使い 29. どこやらで 30. 白い雲 31. 黒い羽根―終曲― 






































  か ら た ち の   は な が さ い た よ 
高        ●     ● 
中  ● ● ● ●  ●    ● ●  
低 ●        ● ●    
か ら た ち の は な が さ い た よ 
      ○     ○ 
 ● ● ● ● ○ ○   ● ● ○ 
●       ● ●   ○ 
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表 5 アクセント不一致部分と一致率の分布表 
















































0    1942 1 0 1(1) 0% 
0    1943 1 0 1 0% 
0    1945 3 3 0 100% 
0    1946 5 5 0 100% 
4 4 0 100% 1947 5 5 0 100% 
10 9 1 90% 1948 4 0 4 0% 
0    1950 4 4 0 100% 
2 2 0 100% 1951 8 4 4(1) 50% 
0    1954 1 0 1 0% 
0    1955 3 0 3(1) 0% 
4 1 3 25% 1956 7 3 4(2) 43% 
1 1 0 100% 1958 3 1 2 33% 
6 4 2 67% 1959 0    
6 6 0 100% 1962 8 6 2 75% 
3 3 0 100% 1974 0    
4 4 0 100% 1977 0    
9 8 1 89% 1983 0    
0    2000 29 16 13(6) 55% 











































創作手法 山田 別宮 團 
メリスマ ○ ○ ○ 
ディナミークの多用 ○ × × 
半音階的進行 ○ ○ ○ 
独自の発想標語 ○ × × 
音の跳躍 ○ ○ ○ 
次のフレーズへの継続 ○ ○ ○ 
伴奏形による補完 × ○ × 
有節歌曲への対策 × × ○ 
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における言葉の抑揚は、以下の例 2のように示すことが出来る。譜例 2と照合すると、 
















例 3           譜例 3 
 
 
ま だ あ か  し 
○  ○   
○ ○ ○ ●  
 ○ ○  ● 
ひ い ら ぎ  の 
      
 ● ● ● ● 
●     
と お る な  ら 
      
●     










































いう歌詞の部分の言葉の抑揚は例 5 のようになる。譜例 5 と照合すると「り」が上行し、
かつ長い音価をあてることによって強調されていることがわかる。 
あ お  さ よ 
○    
○ ○   
 ○ ● ● 
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な り に け り 
     
 ●  ●  
●  ●  ● 
く も っ て  
     
 ●   
●   ● 
85 
88 
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 ●  
●  ● 
19 
29 


















詞の部分においては音楽の付け方が 3通りある。例 8 と譜例 10 でその一部を照合して見
てみよう。定かではないが、現時点ではその使い分けに規則性は見られず、前述の《花の
街》に関して語ったような拘りは感じられない。 






















さ よ り 
   
 ● ● 
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14 
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(6) 別宮の作品には有節歌曲が含まれていないが、團の作品のうち 5曲は有節歌曲である。この 5曲（《六
 


















小泉 文夫; 團 伊玖磨 
2001 『平凡社ライブラリー413 日本音楽の再発見』（東京: 平凡社） 
鈴木 亜矢子 
2016 「山田耕筰の日本歌曲とアクセント理論 演奏の視点からみた分析」『東京
音楽大学大学院論文集』1巻／2号, 90-106.  
團 伊玖磨 
1949 「歌曲の作曲と詩のアクセント」『教育音楽』4巻／12号, 10-13. 
1958 『團伊玖磨歌曲集』（東京: 音楽之友社） 
1984  「團伊玖磨対談シリーズ⑨ 谷川俊太郎 音と言葉を模索して」『音楽芸術』
42巻／10号, 62-77. 
1993 「世界の中の宝物として」『音楽芸術』51巻／12号, 36-40. 
2001 『歌曲集マレー乙女の歌へる』（東京: 音楽之友社） 
別宮 貞雄 
1963 『別宮貞雄歌曲集（増補）』（東京: 音楽之友社） 
1977 「テキストと旋律 歌における日本語の技術」『音楽芸術』第 35巻／12号, 
32-36. 
1986 「『歌曲づくり』私の場合」『音楽の世界』第 25巻／7号, 3-5.  
1986 『智恵子抄歌曲集』（東京: 音楽之友社） 
1995 『音楽に魅せられて』（東京: 音楽之友社） 
2003 「日本語と私」『音楽の世界』第 42巻／1号 通巻 445号, 4-5. 
 
